
宿泊型新保健指導 

（スマート・ライフ・ステイ） 
事業の概要と進捗状況について 

AMED 平成27年度循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策実用化研究事業 

生活習慣病予防のための宿泊を伴う 

効果的な保健指導プログラムの開発に関する研究班 

代表 津下 一代 
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資料１ 

2015.9.15 中間報告会 



2 

糖尿病が疑われる者等を対象として、ホテル、旅館などの宿泊施設や地元観光資源等を
活用して、医師・保健師・管理栄養士・健康運動指導士等の多職種が連携して提供する
新たな保健指導プログラム 



継続しやすい 

環境づくり 

健診結果の理解＝自分の体の中で起こっている変化を理解 

日常と離れ 

健康の大切さ
を実感 

行動目標設定 

実行支援 

評価・励まし 

習慣形成 

Positive  feedback 

あっ！そうか！(納得） 
やらないとまずいな！（危機感） 
     ↓ 

何からはじめますか？ 

できた！（自信・達成感） 
体調がいいな！（感覚） 

行動変容 

体験やより詳しい説明 

疑問の解消により 

本人にあった目標設定 

行動を起こしてみる 

セルフモニタリング 

気持ちよさ、快適さを実感 

スマート 

・ライフ 

・ステイ 
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○ 

 

 

○体験学習の中でより重点的 

  な保健指導を経験できる 

○参加者の疑問・実態を知る 

○多職種連携により、指導の 

  幅が広がる 

○研究班との共同作業により 

  効果的な保健指導方法を 

  学習する機会が増える 

○健康な環境づくりに貢献できる 

 

スマート・ライフ・ステイは多職種・多業種連携 

宿泊施設 

効果的、実践的な保健指導の実施⇒健康寿命の延伸 

地域の活性化、ヘルスケア産業の健全な育成 

新しいプログラムの共同開発 

今まで効果が上がりにくかった対象者への保健指導 

専門職による保健指導  

○新たな宿泊スタイルの 
  開発 
○健康的な食事を管理栄養 
  士等と考案、新たなウリに 
○身近な自然や施設の利活 
  用等 
○医療保険者や保健指導実 
  施者等とのネットワーク 
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愛知県蒲郡市 

鹿児島県伊仙町 

沖縄県伊平屋村 

山形県上山市 

新潟県妙高市 

熊本県菊池市 

ウェルコンサル株式会社 

社会医療法人財団 董仙会 

地域医療機能推進機構 
（ＪＣＨＯ）健康保険組合 

医療法人 今村クリニック 
大和ハウス工業健康保険組合 

大分県竹田市 

日本土地改良株式会社 

株式会社ベネフィットワン・ヘルスケア 

(公財)愛知県健康づくり振興事業団 

(公財)ＳＢＳ静岡健康増進センター 

全国土木建築国民健康保険組合 

パナソニック健康保険組合 

サンスター株式会社 

・・・自治体 

・・・保健指導機関 

・・・健保 

・・・医療機関 

試行事業実施機関（23機関） 

愛知県蒲郡市 

(公社)日本理学療法士協会 

医療法人社団 勝木会 

ローソン健康保険組合 

社会福祉法人 聖隷福祉事業団 



厚生労働省試行事業説明会資料 
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研究班の役割（試行事業実施機関の進捗管理） 

4/17研修会 

6/29運営マニュアル研修会 

9/15中間研修会 



研究班の役割（試行事業実施機関への助言内容） 

○プログラム作成・関係者との調整 
 ・宿泊施設との調整（食事、部屋） 
 ・保険者との調整（契約等） 
 ・対象者の選定（基準作成） 
 ・宿泊地周辺の観光との連携 
○事前研修・指導の標準化 
 ・事前カンファレンス、リスク管理 
 ・個人情報取り扱い方法の徹底  
 ・運営マニュアル、各種指導 
マニュアルの作成と理解 

○プログラムの実施 
 ・対象者からの追加情報収集 
 ・相手に合わせた指導内容の調整 
 ・担当者同士の連携 
 ・継続支援、モニタリング方法説明 
 ・必要な資料の回収 

○次回へ反映 
  ・各種マニュアルの修正 
  ・関係者への連絡、調整 
  ・指導者間の共有 

○事業評価と振り返り 
 ・データ収集 
 ・評価方法の助言 
  →［事業評価］宿泊終了時のアン

ケートから修正すべき点、効
果的な内容の確認 

→［効果分析］半年後との比較、
他事業との比較など 

 ・当日運営の振り返り 
  → 時間や内容の変更、修正、 

 不足、突発的な対応の有無  
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